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緒　　も言

ワレカラといふ虫は、古来文畢上騙る有名なものであるが、その正体は果し七何であらう

か。これについては諸説紛々として定詮はなや。無論今日動物畢上で、ワレカラと覇するもの
は、甲票預のわれから科に蜃するCapTellakr6yeride Haanを指すのであらうが、こiではさ

う言ったものだけではなく、古来文畢上に親しまれて来たワレカラについて考へて見たいと旦
ふのである。

小　　月　　認
ワレカラが文畢上に規はれたのは、いつ頃のことであったかは許かではないが、伊勢物語に

「懲ひわびぬ　笠のかる霞に宿るてふ、われから身をも砕きつるかな」といふ歌が出てゐる。
又古今和歌集巻十五、櫻歌五の中に、典侍藤原直子の歌として「笠のかるもにすむ最のわれか

らとノねをこそ泣かめ世をぼうらみじ」といふのがあるが」旬調のいゝ歌、女らしい優し味の
ある、あきらめの歌として、推賞されてゐる有名な歌である。ワレカラは「割れ頚▲」と「我故
」の秀句であって、そこに文単上の妙味があるのセあらうが、此の▼頃さうした特別の虫があっ

たわけではなく、畳に藻につく小虫の殻の割れたもといふのでワレカラといったのであらう、

といほれてゐる。これが後世匝卜有名詞として、この虫の正体につき、踵々の詮が起り、殊にそ

れらの虫には、蟄苦界管はなく、馨のないにも舟らザrねをこそなかめ」と詠んだので、一慮

わからなくなって．、結局稜々の詮が起り定詮がない。定詮がないだけに、却って、趣があり、
かうして雷体の知れないワレヵラはつひに文尊上の寵兄となったのであらう。

この歌は、そのまゝ請曲に取り入れられて、「藤戸」の中に「浄土の刈る藻にすむ虫のわれ

からと、音をこそ泣かめ世をぼげに、、何か恨みんもとよりも、田臭は廻る小事の、やたけの人
め罪科は、薯報いぞとりひながら云々」といって老婆がヽ佐々木盛綱に申し出る一節がある。
又日直士トの中にも「海士の刈る藻に栖む虫にあらぬども、われから濡らす妖かな」L▼といふ句

が見られる。

さてワレカラの本体は何であらうか。大和本草には「古歌によめるは藻碇住む最なり」とり
ひ、本革約言の「紫菜具申有小螺輌」を引いて、今按ずるに、此頸われからなるべし、藻につ

きて、穀の一片なる螺あり、分穀の青なるべし、ふたなき故なり」といって、▲古歌に詠まれて
ゐるワレカラと、又別にワレカラを螺頸であるとの、二つの見解を述べてゐる。而して金丸伯

（∋
属氏はこの螺について説明しヽ■Simnia rhadia A．Adams（ツグチガヒ）であるとしてゐるが、

アグチガヒを直ちにワレカラと断じていゝか、どうかは疑問である。筒同書譜品圏に描かれて

①ツグチガヒは鹿名の攣更があり、只今はP－imoYla TIladia（A．Adams）となってゐる。
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ゐるものは、一見モノアラガt＝Lymnaeajaponica（Jay）に似てゐる。しかし、モノ7ラガヒ

は淡水露であって、無論ワレカラには常らない。それについて曾永年の渚の丹教下の巻三十六
モノブラガ七の項に「ある仏は、われからとおなじものと、いひなせるは、かうがへをうしな

へり」と述べてワレカラとモノ′アラガヒとは異物であることを明かにしてゐる。筆者が諸晶圏
を見て、モノアラガビを聯想した山と、息ひ合はせて、おもしろいと思ふ。備藷晶圏に添ぺて

「海中の習こすむ小只なり・石野によめ‾。0色淡黒、大▼きさ三四分に不掛其整われやすLDの
ミゾガ七、ヰガ七に似て小なり。此の藻はナゴヤと云、淡青色かはけば紫色なり。日に曝せば

白色、可食摩不好、或日給菜と云藻にも此貝あり、松藻は長くし七重大地」と述べてゐる。叉
大和本革批正には「螺類で長さ六分許幅一分許、エノミガヒに似たる月」とあるが、エノミガ
ヒが如何なる只か、筆者虹はわからない。なほ異竹集、愚見抄にも、海草にとり付きたる小貝
であると述べてをり、悟顕蘭の介晶に描かれてゐるワレカラの園も小煩である。このやうにワ
レカラは、小貝であ畠とかく貝殻のわれたものとかの考へをもつものが可成多いが、それが何

只であるかばわからない。

小　轟　　説

前章に於てワレカラは小只であらうとの詮昭ついて述べたが、本章に於てはワレカラは、海
中k棲む小虫で奉るとの詮を拾って見る。　　　　′
茅原産寮は茅窓漫録に於て、ワレカラは「我故」の叢なれども、大和本草に、本音約言を引

いて、J紫菜の中に小さを曙粕有り、といふを接とし、藻に付て穀の一片なる螺あり。破穀の
意なりといふは、牽張の詮なり。輿竹集、愚見抄に見えるものも、似よりたる設なり」といっ
てゐる。さうして「一説に、伊勢にてはナリグリといふ虫八寸飴り、手足長く、色育Lとい
ふ。是認も覚束なし。伊勢物語の法に、和布、晋などに蝦のやうなる物の付きたるをいふと、
是なり。此の虫形アメ、ムシに似てヽ長さ二三分、色有責にして足長くヽ蝦の桂瀬にて水を離れ

ても能く飛ぶものなり。北国には佐渡に多L。四囲濠には此の虫を藻と共に煮て、酒肴に充て
食ふ。甚賞味なり」と述べてをり、ワレカラは小月なりや、小虫なりやの野について検討して
ゐるが、、結局未解決のまゝである。しかし蝦などの、甲殻頻についてワレカラと関連させてゐ
ることは了解出来る。
叉拾遺抄誌には、小さい蝦であると説き、大和本革批正にもr六足にして長さ一寸飴、蜘殊

の如し、尾轟の海に居る」と述べてゐる。葛践　件の関田耕筆には「われからといふもの、小
さきゑぴの如く・と布中抄にも見ゆ。越野、若狭、丹後わたりの方言には、ワレカラとい声。
尺なぎといふものに似て、几一寸許の赤きものなり。わかめ煩の藻につけり。わかめ薫る女ど
もに、ありから多く付きたりと、答むれぼ、ありからくはぬ上人もなしと申すと、こたふるよ
し、村井首巌語れり」とある。

①㊤ミゾガヒ及ヰガヒほ何を指してゐるか不名なるも、現在りミブガヒSiliquapulehell。Du。k。，イ
ガヒMytiluscrassitestaLischkeはいづれも二枚且で螺類ではない。

③アメムi，はterirspalladumFabTicius，LimnotTEChuSelongatusUhleT等をさすのであらう。
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以上はワレカラを小虫とする詮であるが、或は蝦といひ、或は蜘蛛に似たりといひ、考へは

まちまちである。併し今動物畢上で云つてゐるワレカラに精々近い見解であり、尺なぎをシヤ
クト少と解するならば、その運動法も似てをり、かうした所から　Caprella濫射して、ワレカ
うの和名が輿へられたのではないかと愚考する。

㌔こ‾ゝに筆者は、古来和歌に詠まれたワレカラ即ち、割れ穀とか、破穀とかいはれるものは、
Serpula科に屠する　Spirorbis foraminosus Mooreet Bush（ウヅマキコガイ）ではないか、と
いふ見解をもってゐる。Spirorbisは0．5mm内外の扁平螺状の石衣質の穀を有し、海藻に附著
してゐて、その形状は、盲人ならすとも、一見穀と誤られるのである。それで「ありから食はぬ
上人もなし」といふ諺のワレカさは、蝦に似たワレカラではなく、藻についてゐるSpirorbisを
′′割れ穀〟と誤認したところから出たのではないかと思ふ。だから持戒堅固な高僧でも、■蒔藻

についてゐるワレカラだけは、我知らず食ふものであるもといふ事になるのではな中らうか。
動物畢上のワレカラ

動物畢上節足動物、甲殻難のわれから科に展するものを云ふので、鱒が威産としては、30棲
ばかりが知られてゐる。そのうち、おほもれからCaprella‾kr6yerirdethan，とげあれから
C．scaura Templeton，てなかわれからC．gigantochiiMayer等は最も普通な種類である。伺

C．b6yeriは、飯島魁氏の動物畢提要、書画貞雄氏の高等教育動物撃、岩波動物学新興、鷲版
動物園鑑、平凡敵の大百科事典等古いものには、ワレカラの和名が用ひてあるが、昭和22年度

改訂版動物園鑑には芦佐正夫氏によりオホワレカラの和名が採用してある。
これら動物畢上のワレカラについては、今こゝで詳しく述べもことを接へたい。その形態、

習性については、どの書物にでも出てゐることであり、’それ以上のことについては、筆者自身
何等の知識も持ってゐないからである。

結　　　論

ワレカラの正体は、結局わからない。たゞ古来文車上親しまれて来たワレカラを考へるとき、

二通の見方がある0即ち、藻につく小兵であると説くものと・藻に棲む小虫であると詮くもの
とがある0ぎうして小貝といふ詮も、何貝なりや、といふことになると、その詮はまちまちで、＿

これと冒ふものはない0小虫詮も亦同株であるが、大体に於て蝦の如き甲殻類といふことに一
致してゐるやうである。さうして之が動物畢上のワレカラと一つのつながりをもってゐるやう

に思はれる。大言海匿は「海に住む虫甲首貝の鱒れたる殻などの、藻に附けるものとも、小虫、
小娘などとも云へど、小只なりとの設・可ならむか」と述べてゐ‾るが、直ぐには賛成致しかね
る0筆者は、小兵・小虫・小蝦などといふも、それらは、その時代、その人ヽの述べてゐるワ
レカラは、皆それでい⊥と解したい0無論現代では動物学上零然とした固有名詞となってゐる
のであるから、今後さういった暖抹なワレカラは、文畢上でもヽあり得ないと思ふが、保護の
限りではない0要は古来述べられてゐるワレカラは・その時代その和歌、その文尊に関する限
り、皆正しいと言ひたいのである。


